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わたしたちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています



トップメッセージ
ミスズ工業は、1965年の創業以来、精密加工技術と半導体実装技術を柱とし、

お客様が求める⾼精度、⾼品質な製品づくりに取り組んでまいりました。
しかし、現代社会がめざましく変化する中で、産業技術のあり方も 大きく変貌
しています。⾼度な機能、精度、品質が希求されると同時に商品のライフサイ
クルは短縮され、従来のものづくりにとらわれない発想やフレキシブルで
スピーディーな対応⼒が強く求められています。マーケットインの視点に⽴ち、
⾃らの持つ要素技術を複合させ、お客様に役⽴つ付加価値創造を提案すること
こそが私たちの使命です。そのために私たちは、精密部品事業、精密組⽴事業、
ロボティクスソリューション（RS）事業という3つの事業領域を基盤とし、
その事業 ドメインを「クリーン＆ファインテクノロジー」と位置付け
「細密」「複合」「スピード」をキーワードとして、技術・施設・環境・体制
のあらゆる面から、お客様満足を実現する企業づくりを推し進めていきます。

第二の創業。SDGsへの取り組みをスタートさせ、私たちは、お客様満足の実現、
環境配慮を意識し、たゆみない技術開発・技術向上を進めます。

代表取締役社長
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会社概要

ミスズ工業
ホームページはこちら

社 名︓株式会社ミスズ工業
代表者︓代表取締役社⻑ 山崎 泰三
責任者︓環境管理責任者 CSR部⻑ 藤森 健
創 業︓1965年4月1日
資本⾦︓1億円
事 業︓■精密部品事業（プレス⾦型の設計・製造、プレス部品・精密部品の製造）

■精密組⽴事業（精密部品の組⽴、COF＜Chip on Film＞の製造）
■RS事業 （装置設計・製造、装置受託組⽴）

U R L︓https://www.miszu.co.jp/

精密部品事業

精密組⽴事業

RS事業
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事業所所在地

1964年 ︓ 前身の 山崎精器株式会社 設⽴
1965年 ︓ 株式会社ミスズ工業 と改め、創業
1985年 ︓ 箕輪工場 創業
1990年 ︓ 株式会社東北ミスズ 創業

⇒2002年合併し岩⼿工場とする
1998年 ︓ ISO9001認証取得

⇒2013年社内システムに切替
2001年 ︓ ISO14001認証取得

⇒2013年社内システムに切替
2003年 ︓ 明思作機電（無錫）有限公司 設⽴

会社沿革

事業紹介

1964年創業
⻑野県諏訪市四賀3090
従業員︓127人
・⾦型設計〜製造
・精密プレス部品製造
・表面処理
・精密部品組⽴

1990年創業
岩⼿県北上市北工業団地1-15
従業員︓100人
・精密プレス部品製造
・表面処理
・COF実装

1984年創業
⻑野県上伊那郡箕輪町中箕輪1536
従業員︓50人
・装置設計〜製造
・装置受託組⽴
・精密部品組⽴

2006年開設
大阪府吹田市江の木町 17-20
パルムハウス江坂 205号
従業員︓1人

本社・諏訪工場
岩⼿工場

箕輪工場

大阪営業所

※従業員数は2023年4月1日時点

2006年 ︓ 大阪営業所 開設
2015年 ︓ 創業50周年
2018年 ︓ ISO9001認証再取得
2019年 ︓ ミスズ工業（香港）株式会社 設⽴

2021年 ︓ エコアクション21認証取得

2022年 ︓ ⻑野県SDGs推進企業制度登録

精密部品事業 精密組⽴事業 RS事業
■プレス⾦型の設計・製造

プレス部品・精密部品の製造
■精密部品の組⽴

COF＜Chip on Film＞の製造
■装置の設計・製造

装置の受託組⽴

医療

情報機器

時計部品 設計

装置製作

完成
⾞載
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※グループ会社
中国︓明思作機電（無錫）有限公司
香港︓ミスズ工業（香港）株式会社

マイクロインフュージョンポンプ
生産

COF／フィルム実装



環境経営方針
環境基本理念

当社は、社員・会社・社会の “三社成⻑の精神” と法令・規制遵守を基本とし、
SDGsを踏まえた「環境にやさしい企業活動」により、広く社会に貢献します。

環境方針
当社は、環境基本理念にある「環境にやさしい企業活動を⾏う」に基づき、

継続的な環境に配慮した企業活動を⾏う事で環境保護および汚染防⽌を推進します。
（1）当社に関係する環境法令および規制を順守します。
（2）当社が⾏う全ての企業活動において、環境への影響を評価し、

身の丈にあった目標を定め、活動を推進します。
①二酸化炭素排出量の低減を推進します。
②資源の有効活用と廃棄物のリサイクルの徹底を図ります。
③環境に配慮した製品の提供・開発を図ります。

（3）環境活動を向上させるため、環境マネジメントシステムの継続的な改善を図ります。
（4）全従業員に対し、環境に関する教育および意識向上活動を実施します。

※環境方針は、文書により全従業員に周知させ、社外にも公表します。

環境管理体制
代表取締役社⻑

環境管理責任者 環境事務局

財務経理
経営企画部門

人事・総務
IT・設備部門

営業部門

製造事業部

⽣産管理部門

技術部門

品質保証部門

開発部門

製造部門

※エコアクション21認証及び登録対象範囲︓全組織全活動

責任及び権限役職

・環境管理責任者の任命
・環境経営方針の制定
・環境マネジメントシステムの管理に必要な資源の準備、

定期的⾒直しの実施
・環境経営レポートの承認

代表取締役社⻑

・環境マネジメントシステムの確⽴、実施、維持、継続的改善、
実施状況報告

・環境関連法規制の遵守と教育訓練の実施
・緊急事態への準備と対応訓練の実施
・外部からの提案、苦情の受付

環境管理責任者

・環境マネジメントシステムの事務局運営
・環境関連法規制の維持管理と遵守評価
・環境関連文書及び記録の作成、保管

環境事務局

・環境方針の理解と環境活動の実施部門責任者／全従業員
3



2022年度 環境経営目標・計画・結果・評価

評
価取組結果取組計画目標

○・2022/4/18〜4/26実施
重大指摘事項なし

・2021年度内部環境監査を実施する・環境内部監査の実施

○

○

・2022/5/20実施

・2022/6/10完成
エコアクション21事務局へ提出

・2021年度環境マネジメントレビュー
を経営層に実施する

・2021年度環境経営レポートを作成
する

・2021年度活動結果を
経営層に報告

・環境経営レポートの
作成

○・2022/8/30〜31中間審査受審
2022/10/21認証継続決定

・エコアクション21外部審査の受審と
認証を継続する

・外部認証
「エコアクション21」

認証継続

○・法規制一覧表による遵守評価の
実施と最新法規制を確認

・環境法規制一覧表による遵守評価を
実施する

・環境関連法規、
顧客要求事項の遵守

○・製造部門を中心に取組を実施・環境に配慮した製品製造への取組を
実施する

・環境に配慮した製品
製造への取組実施

○

○

○

・新規インフラ機器は省エネ機器
を選定及び設置を実施

・実績結果は従業員が閲覧できる
グループウェアに公開

・活動結果を四半期単位で確認し
経営層への報告を実施

・インフラ機器の新規導⼊および更新
は省エネ機器を選定する

・毎月の省資源省エネの実績を
取り纏め、従業員に公開する

・環境目標および活動の進捗状況を
確認し評価を実施する

・省資源、省エネ活動
下記3点
前年対⽐原単位△1%

①二酸化炭素排出量
削減

②一般・産業廃棄物
排出量削減

③水資源削減

○

○

○

○

・新規採用者（新卒・中途・
派遣）に基礎教育を実施

・事務局を中心に資格取得

・環境関連セミナーに参加し知識
を習得

・環境、CSRニュースの発⾏継続

・新規採用者を対象とした環境基礎
教育を実施する

・環境関連資格を取得する

・環境関連研修会にて知識を習得する

・環境及びCSRニュースを毎月1回
従業員向けに発⾏する

・環境関連教育の実施

2022年度環境経営目標および計画に基づいた結果とその評価は以下の通りとなります。
計画した全ての目標に対し取組みが出来ました。

【評価基準… 取組が出来た︓○ 取組が出来なかった︓×】
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環境関連法規等の遵守状況

判
定

2022年度
実績値

2022年度
目標値

2021年度
実績基準値目標取組項目

（原単位算出方法）

0.643
（-3.5%）

0.659 
以下0.666

前年⽐
原単位
1%以上

削減

①⼆酸化炭素排出量削減
（原単位=使用エネ量原油換算kl／⽣産⾼）

◆全従業員による省エネ活動（節電アクション）の推進や、
工場インフラ機器を省エネ機器へ更新したことなどにより、
目標達成することが出来ました。

160.59
（-2.6%）

163.28 
以下164.92同上

②一般・産業廃棄物削減
（原単位=一般・産業廃棄物kg／⽣産⾼）

◆全社的に前年⽐で廃棄物排出量を減らすことが出来ました。
本社・諏訪工場の汚泥の排出量削減による効果が大きいです。

13.00
（-16.0%）

15.30 
以下15.46同上

③水資源削減
（原単位=水使用量m3／⽣産⾼）

◆全社的に前年⽐で水の使用量を減らすことが出来ました。

【判定基準… 目標達成︓ 目標未達であるが前年原単位⽐良化︓ 前年原単位⽐悪化︓ 】

※2022年度Co2総排出量︓3,929,610 kg₋Co2
※Co2排出係数（kg-Co2/kWh）電気事業者別排出係数2018年度実績︓

中部電⼒ミライズ︓0.457 東北電⼒︓0.522 関⻄電⼒︓0.352

2022年度環境経営目標における省資源・省エネ活動の目標値とその実績値は以下の通りとなります。
全ての項目で目標達成となりました。今後も引き続き削減に向けた活動を継続していきます。

当社に関連する環境法規は以下の通りとなります。
関係当局より違反等の指摘はありません。

【遵守状況判断基準… 法令遵守︓○ 法令違反︓× 対象なし︓－】

遵守状況法規制等遵守状況法規制等
ーリサイクル法（⾃動⾞を含む）○大気汚染防⽌法

○家電リサイクル法○騒音規制法 ／ 振動規制法

○地球温暖化対策推進法○水濁法 ／ 下水道法 ／ 浄化槽法

○省エネ法○土壌汚染対策法

○公害防⽌組織整備法○消防法

ー工業用水法○毒劇物取締法

○フロン排出抑制法ー化審法／化管法（PRTR法）

○工場⽴地法○廃棄物処理法

○製品含有化学物質管理基準（当社基準）ーPCB廃棄物特措法

省資源・省エネ活動実績
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2023年度 環境経営目標と活動計画
2022年度活動結果に基づき、2023年度の目標を以下に設定し活動します。

●2023年度 環境経営目標

目標項目
内部監査実施
外部更新審査

エコアクション21認証（更新）取得

マネジメントレビューの実施
環境経営レポート公開

2022環境経営レポートの作成と経営層への報告

化学物質の適切な管理の実⾏環境に配慮した製品製造への取組実施

0.642以下
前年対⽐原単位△1%
目標原単位

二酸化炭素排出量削減
省資源
省エネ活動 158.98以下一般・産業廃棄物排出量削減

10.16以下水資源削減

法令遵守評価実施環境法規制および顧客要求事項の遵守

社内教育実施環境関連教育の実施

●2023年度 環境経営活動計画

■ ⼆酸化炭素排出量削減活動の継続推進
・新規事業⽴ち上げによる環境影響を確認し、中⻑期計画として照明のLED化やインフラ機器更新を

検討します。
・工場内の製造設備やインフラ機器等の使用量の⾒える化を継続検討します。
・環境に配慮した⽣産活動として、再⽣可能エネルギーへの変更を検討します。
・啓蒙活動を継続し、SDGsを交えた環境への意識向上を図ります。
・電⼒監視装置導⼊による削減効果が⾒える仕組み作りを⾏います。

■ 環境にやさしい生産活動の継続、一般・産業廃棄物および水資源削減活動の継続推進
・環境にやさしい工法、梱包仕様の改善等を推進します。
・新規事業で排出される廃棄物の再資源化活動を継続し、工場間で情報の共有、水平展開を進めます。

※2023年度より、算出方法の変更に伴った実績1%減を目標値としています

代表者による評価と指示
2022年度マネジメントレビューに基づく、代表者による全体の評価と⾒直し及び指示は、以下の通りとなり

ます。代表者の指示に基づき、2023年度環境活動を推進していきます。

2023年5月17日
代表取締役社長
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2023年度に向けた取組への指示2022年度環境経営活動の全体評価
2023年4月制定方針を継続すること環境経営方針について

2022中期経営計画に基づき、目標達成に向けた取組を進めること環境経営目標と計画について

2023年3月21日付組織を適用すること環境組織体制について

環境内部監査における課題を是正すること環境マネジメントシステムの改善

漏気測定器による漏気改善と効果の⾒える化を⾏うこと
環境経営計画に沿って活動を推進すること

その他



環境経営計画（中期計画）
環境経営に関する中期計画は以下の通りとなります。

2030〜20262025202420232022実績計画・目標重点項目

SDGs
外部宣言
環境目標
達成

①SDGs基礎知識
習得

②2021環境経営
レポート公開

③⻑野県登録制度
への登録

①SDGsの知識習得・
社内啓蒙

②環境経営レポートに
よる企業活動公開

③SDGs取組宣言
（⻑野県登録制度活用）

●環境マネジメント
システムはSDGsと
関連付け、企業価値
を⾼める活動にする

外部認証
継続運用

①外部審査認証取得

②2021環境経営
レポート公開

③環境法規制遵守
評価実施

④内部環境監査実施

①認証取得・維持・
更新

②環境経営レポートの
作成・公開

③環境関連法規の
適合検証

④マネジメント
システムの監視

●環境マネジメント
システム(エコアク
ション21）の運営を
定着し、企業責任を
果たす

2019対⽐
△10%
達成

①前年対⽐
△3.5%︓達成

②前年対⽐
△2.6%︓達成

③前年対⽐
△16％ ︓達成

④5年間平均原単位
△1.3%︓達成

⑤Aクラス維持

■⾃社設定値︓
2019年度対⽐
△1%/年

①二酸化炭素排出量
(エネルギー使用量原単位)
前年⽐△1%

②廃棄物排出量(原単位)
前年⽐△1%

③水使用量(原単位)
前年⽐△1%

■経済産業省設定値︓
④5年間平均原単位

△1%以上

⑤事業者クラス分け
制度Aランク維持

●環境指標
(SDGs目標)達成に
向けた取組を推進
する

再⽣可能
エネルギー
導⼊

①エネルギーの
⾒える化実施

②情報収集の継続

③太陽光パネルの
導⼊検討を実施

①省エネルギーに
対する課題・問題
意識を持ち、
⽣産活動における
エネルギー使用量・
経費の⾒える化

②県・市町村
(中小企業)からの
再⽣可能エネルギー
情報の収集

③再⽣可能エネルギー
導⼊投資効果
シミュレーションの
実施
※太陽光パネル導⼊

効果含む

●省エネルギーへの
具体的な取組プラン
を推進する

●再⽣可能エネルギー
を研究し導⼊に
向けた取組を推進
する

年度毎前年度実績を取り纏め外部公開

内部監査＋外部審査にて課題解決し運用定着

前年度対⽐△1%

5年間平均原単位△1%

再⽣可能エネルギーへの取組推進

維持 維持 維持 維持

省エネ取組推進

再⽣可能エネルギーの
調査・研究
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SDGs達成に向けた経営方針
当社の経営理念にある「個人の成⻑が会社の成⻑」「会社の成⻑が社会の成⻑」の理念のもと、「環境」
「社会」「経済」の変化に伴う、人類共通の重要課題を全従業員が認識し、企業活動におけるあらゆる面で
⾃主的かつ積極的に活動していきます。目指す姿を実現するため、全従業員がその役割を果たしSDGsの
目標達成に貢献していきます。

⻑野県SDGs推進企業登録制度への登録
本社・諏訪工場及び箕輪工場がある⻑野県の独⾃制度
「⻑野県SDGs推進企業登録制度」へ2022年4月に登録しました。
⻑野県SDGs推進企業登録制度とは、SDGsに関して具体的な
アクションに取り組む企業を登録する⻑野県独⾃の制度です。

3つの重点的な取組

その他の取組
●2022年6月27日にSDGsへの社内展開として、社⻑SDGs宣言、⻑野県SDGs制度事務局による

「SDGs基礎教育（Web講演）」を実施しました。

●2022年7月にSDGs管理者教育を実施しました。
全社方針・各マネジメントシステム全社目標・部方針・課方針とSDGsの繋がりや、
SDGsへ取組むメリットを教育しました。
受講者にはSDGsバッジを支給し、SDGs取組企業としての理解と、
組織内メンバーへの意識向上の「先導役」としての支援の協⼒を依頼しました。

SDGsへの取組

登録証
2022年4月28日
＜第12期登録＞

2022年結果3側面2030年に向けた
指標

SDGs達成に向けた
重点的な取組

原単位前年対⽐3.5%削減
⇒年率1%削減達成

2030年目標︓
△10%（2019年対⽐）
＜原単位にて年率△1％＞

製造工程において排出される
二酸化炭素排出量削減

⼥性管理職登用なし
⇒次期管理職育成に向けた

教育を実施中

2030年目標︓
⼥性管理職⽐率10%以上

⼥性が活躍できる企業づくり

岩⼿工場プレス部品単体で
の取組実施中
⇒目標達成に向けて進⾏中

2030年目標︓
⾦属資源廃材率15%削減

⾦属資源を大切に、材料に
やさしいものづくり開発で
部品・製品を市場に提供する

※重点的な取組は毎年進捗管理を⾏い、
⻑野県SDGs推進企業情報サイト（NAGANO SDGs BUSINESS PORTAL）で公表しています

環境

経済

社会

環境
社会

2022年６月27日
SDGs教育を
聴講する従業員

⻑野県産業政策課
(⻑野県SDGs制度事務局)
SDGs基礎教育テキスト
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本社・諏訪工場では、⽼朽化及び不具合のあった
空調3台を最新の省エネタイプに更新しました。
岩⼿工場では、コンプレッサーをインバータ制御
タイプに更新し、更に台数制御盤も導⼊しました。
効率よく稼働コントロールすることでムダな電⼒
消費を抑えることが出来ました。
室内が⾼温にならないように、大型換気ファンも
導⼊し、安定稼働できるようになりました。

環境保全活動
2022年度は様々な省資源・省エネ活動を実施しました。

環境啓蒙活動
環境に関する啓蒙活動を取り組みました。
どのような掲示が従業員の目に留まるかを意識し
作成しています。2022年度は当社オリジナルの
「COOLBIZ」と「WARMBIZ」について、
全従業員が取り組められるよう、服装ルールを
明確にし、周知とポスター掲示を⾏いました。

従業員から集めた省エネアイデアを採用し、夏は
遮熱フィルム、冬は断熱フィルムを窓に貼り付け、
外部からの熱や冷気の進⼊を防⽌しました。
また、排煙窓に断熱材を貼り付けることで、より
一層の断熱対策を実施しました。

⾃分たちで窓へ遮熱フィルムを貼り付けました。
排煙窓へ断熱材を貼ることで夏場の表面温度が7℃程
下がりました。

中部電⼒ミライズ様にご協⼒をいただき、本社・
諏訪工場と箕輪工場における配管のエアー漏れ(漏
気)測定を実施しました。漏気が確認できた箇所は、
配管の修繕、更に圧空配管清掃を⾏い、コンプ
レッサー稼働の効率化を⾏いました。2023年度は
漏気測定器を購⼊し、定期的に測定を実施してい
きます。

本社・諏訪工場は省エネタイプの空調設備に更新しました。

岩⼿工場は台数制御盤で稼働をコントロールしています。
大型ファンも導⼊し安定稼働できています。

遮熱／断熱フィルムの貼付

漏気測定による真空／圧空配管の漏れ修繕

省エネ設備に更新
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漏気測定器は、エアー漏れを視覚的に⾒れます。
漏れが確認できた箇所はナンバリング管理し、修繕します。
修繕後の効果を検証します。



環境保全活動

岩⼿工場は、一般財団法人省エネルギーセンター
様の「省エネ最適化診断」に申込み、診断して
いただきました。専門者目線で工場を⾒てもらい、
電⼒削減に効果的な多くの改善アイテム（エアー
漏れ防⽌、ポンプファンのインバータ化、温水
ボイラーのエコキュート化など）をご提案いただ
きました。診断結果をもとに、2023年にも
インバーター制御型コンプレッサーを追加導⼊
する予定です。

「省エネ最適化診断」でご提案いただいた改善
アイテムです。凍結防⽌ヒーターは冬の間は稼働
状態になりますが、節電器の外気温センサーに
より⾃動的に電源切替ができるようになります。
診断結果は工場間で情報を共有し、本社・諏訪
工場や箕輪工場の水道管にも凍結防⽌ヒーターを
設置しました。

本社・諏訪工場のプレス職場の出⼊口は、⼊退室
するたびに、外気が室内に⼊り込み、空調の効率
が低下していました。出⼊口の扉前をビニール
カーテンで仕切ることで、工場内へ外気が⼊り
込むことを防⽌しました。

2022年度は、⻑野県助成⾦を活用し、本社・諏訪
工場の化工職場の照明をLED化しました。
岩⼿工場は会議室と組⽴職場の照明をLED化しま
した。

本社・諏訪工場と箕輪工場の組⽴職場では、
温室度監視システムを導⼊し、工場内の各測定
ポイントの温湿度を一元管理しています。
職場内の温湿度を常時モニター上で確認すること
ができ、暖めすぎない、冷やしすぎない空調設備
の温湿度管理を⾏いました。

工場内に設置した端末の温湿度情報を一元管理し、
常時モニタリングしています。

省エネ最適化診断を受診

凍結防止ヒーター用節電器の設置

工場出入口にビニールカーテンを設置

工場照明をLED化

温湿度監視システムを導入
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2022年10月に省エネ最適化診断を受診しました。
測定器を用いてエアー漏れのチェックをしてもらいました。

岩⼿工場では、出荷梱包形態を段ボールからコン
テナ積みに変更することをお客様に賛同をいただ
きました。弊社は段ボールの購⼊が、お客様には
段ボールの廃棄が無くなり、双方にメリットが
出る取組になりました。

段ボール梱包をコンテナ梱包に変更しました。

出荷段ボールの削減



環境保全活動

従業員からのアイデアを活かし、トイレに流水音
発⽣器を設置し、節水対策しました。感染症防⽌
のため、非接触タイプを採用しました。

流水音発⽣器

2021年からペットボトルキャップ（エコキャッ
プ）の回収活動を推進しています。回収した
キャップはエコキャップ回収活動をしている業者
様に提供し、リサイクル材として再利用されます。
その収益⾦が様々なワクチンや医療品の寄付⾦に
使用されます。2022年度は当社全工場で合計
25,350個（ワクチン12人分）のエコキャップを
提供しました。 本社・諏訪工場で回収したエコキャップを、

(株)Green様に引き渡した様子です。
岩⼿工場では、(株)Peace ing様に引き渡しています。

当社では毎週水曜日の始業前を「5Sの日」として
美化活動の協⼒をお願いしています。
工場内および周辺の草取り、ゴミ拾い等を⾏い、
環境保全に努めています。

工場敷地内の草取りを実施しました。

その他の環境保全活動
空調稼働電気使用量を測定し、休日の空調稼働設定を変更

⾷堂の空調稼働時間をタイマー稼働に変更

空調の風量を適正設定に⾒直し

受水槽を廃⽌し、受水槽の定期清掃に使用する水の使用量を削減

チラーユニット冷却水ポンプを季節により停⽌

洗浄機排気設備を監視による効率的な運用に変更

エコキャップ回収活動

工場周辺の美化活動

作成︓株式会社ミスズ工業
CSR部（環境事務局） 11

トイレに流水⾳発生器を設置

「5Sの日」を活用し、空調の効率を⾼めるために
定期的にフィルター掃除を実施しています。

空調のフィルター掃除

フィルターが埃などで目詰まりしているため、
掃除機で取り除き、洗浄しました。


